
 

 

令和５年２月３日 
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                         熊本大学 

抹茶がうつ様行動を軽減するメカニズムの一端を解明 

 

（ポイント） 

l 社会集団から隔離された1匹の状態で飼育したマウスの解析から、抹茶はうつ様症状が

強いマウスに対してのみ抗うつ効果を発揮することを見出しました。 

l うつ様症状が強いマウスは脳内ドパミン神経回路の活性化状態が低いものの、抹茶を飲

ませるとその活性化状態が高くなることが分かりました。 

l 日常生活における精神状態やストレスに対する感受性の違いを考慮し、抹茶を活用した

健康増進プログラムが開発・実践されることが期待されます。 

 
 
（概要説明） 

熊本大学大学院生命科学研究部の倉内祐樹准教授らの研究グループは、抹茶にうつ症状

を軽減させる効果があることを明らかにしました。抹茶（Matcha）は世界中で親しまれる嗜

好品であり様々な有益作用が期待されています。しかし抹茶を飲もうとしている時の精神状

態の違いや、抹茶を飲んだことによる効果の個人差に着目した研究は行われていません。研

究グループは実験動物のうつ様行動を評価する尾懸垂試験※1により、抹茶が抗うつ効果を発

揮するのは、社会集団から隔離された1匹の状態で飼育した、強いうつ様症状が現れている

マウスに対してのみであることを見出しました。さらに、抹茶は脳内ドパミン神経回路の活性

化状態を高めることで抗うつ効果を発揮することも明らかにしました。今後、日常生活におけ

る精神状態の違いやストレスに対する感受性の個人差を考慮し、抹茶を活用した健康増進プ

ログラムが開発・実践されることが期待されます。 

本研究は、文部科学省科学研究費助成事業、株式会社あいや、うま味研究会の支援を受

けており、研究成果は「Nutrients」誌のオンライン版に令和5年1月22日に掲載されました。 

 
[背景] 

うつ病は世界で最も患者数の多い精神疾患です。近年、コロナ禍におけるライフスタイルの

変化がうつ症状を誘発することも指摘されており、日常生活のストレスに適切に対処すること

がうつ病の発症予防に重要だと考えられます。抹茶は日本の伝統的な飲み物ですが、現在で

は「Matcha」として世界中で親しまれています。日本において抹茶は医薬品のように扱われ

てきた歴史があり、日常生活で生じるストレスへの対処に不可欠なリラックス効果も期待され

ていますが、科学的根拠は十分ではありません。 

 

[研究の内容] 

研究グループは、抹茶を飲んだ時のストレス状態やストレス感受性の個人差が抹茶の効果

に影響するという仮説を立て、ストレス状態の異なるマウスを用いた検討を行いました。はじ

めに、マウスにストレスを与える目的で社会集団から隔離して1匹のみで飼育し、その後、抹

茶を飲ませた時のうつ様行動を尾懸垂試験によって評価しました。さらに、それぞれのマウス

のうつ様症状と脳内ドパミン神経回路の活性化状態の関係性を明らかにする目的で、行動薬

理学的解析※2ならびに神経活動の指標であるc-Fosタンパク質を発現する神経細胞の検出
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を行いました。 

 
[成果] 

ス ト レ ス に 対 す る 感 受 性 が 異 な る ２ 種 類 の 実 験 用 マ ウ ス （ C57BL/6J 系 統 マ ウ ス 、

BALB/c 系 統 マ ウ ス ） を そ れ ぞ れ 社 会 集 団 か ら 隔 離 し て 1 匹 の み で 飼 育 し た と こ ろ 、

C57BL/6J系統マウスはうつ様症状が強く現れた一方で、BALB/c系統マウスのうつ様症

状は非常に弱いことが分かりました。そして抹茶は、C57BL/6J系統マウスに対してのみ抗

うつ効果を発揮し、この作用にはドパミンD1受容体の活性化を介した機序が関与することが

明らかになりました。しかし、BALB/c系統マウスに抹茶を飲ませても、マウスの行動は変化

しませんでした (図1)。 

さらに脳内神経回路の活性化状態を解析した結果、C57BL/6J系統マウスは前頭前野※３

-側坐核※４-腹側被蓋野※5を中心とした脳内ドパミン神経回路の活性化状態が非常に低くな

っていましたが、抹茶を飲ませるとその活性化状態が高くなることが分かりました。一方、

BALB/c系統マウスは、もともと脳内ドパミン神経回路の活性化状態が非常に高く、抹茶を

飲ませてもその活性化状態は変化しませんでした (図2)。 

これらの結果は、脳内ドパミン神経回路の活性化状態がうつ様症状と関係し、ストレス状態

やストレス感受性の個人差が抹茶の効果に影響することを示唆しています(図3)。 

 
[展開] 

うつ病の発症を予防するためには、日常の様々なストレスに適切に対処するセルフケアを

実践し、心や身体の健康を維持することが大切です。今回の研究成果は、食品である抹茶

（Matcha）がストレス対処に有益な作用をもたらす可能性を示しています。今後、日常生活

における精神状態の違いやストレスに対する感受性の個人差を考慮し、抹茶を活用した健康

増進プログラムが開発・実践されることが期待されます。 

 
 
[用語解説] 

※1：尾懸垂試験（びけんすいしけん） 

抗うつ薬のスクリーニングや、実験動物のうつ様行動を評価する行動試験。 

 

※2：行動薬理学的解析（こうどうやくりがくてきかいせき） 

 実験動物などの行動に対する薬物の作用を研究する学問を行動薬理学という。 

 

※3：前頭前野（ぜんとうぜんや） 

感情、意思、記憶、学習、創造などを司る脳領域。側坐核や腹側被蓋野と機能的に繋がり、う

つ病患者では前頭前野の機能が低下していることが報告されている。 

 

※4：側坐核（そくざかく） 

 意欲、報酬、快感、恐怖などに関わる脳領域で、背外側の核部（Core）と腹内側の殻部

（Shell）に区分される。前頭前野や腹側被蓋野と機能的に繋がり、動機付け行動に関わって

いる。 

 

※5：腹側被蓋野（ふくそくひがいや）  

ドパミン神経の細胞体が多く存在する脳領域で、前頭前野や側坐核と機能的に繋がってい

る。特に、側坐核へのドパミン神経投射は動機付けや薬物依存などに関わっている。 
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【お問い合わせ先】 
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